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［〉2日から開かれた市議会3月定例会で

［〉は、昭和57年度当初予算案などの審議が

Ｅ〉進められています。そこで、池本市長の

［〉施政方針演説や一般会計予算の主な使い

いみちについての提案をお知らせしましよ

Ｅ〉う。

一
般
会
計
が
2
2
6
億
8
千
2
0
0
万
円

三
月
二
日
、
市
議
会
の
三
月
定

例
会
が
開
会
。
池
本
市
長
は
、
昭

和
五
十
七
年
度
の
施
政
方
針
と
基

本
政
策
ぶ
習
か
に
し
、
二
百
九

十
四
億
五
士
〈
百
六
十
一
万
円
あ

ま
り
に
の
ぽ
る
新
年
度
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

一
般
＜
Ｋ
計
の
予
算
総
額
は
二
百

二
土
〈
億
八
千
二
百
八
十
二
万
円

で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ

て
二
〇
・
二
Ｕ
の
増
。
し
か
し
、

前
年
度
当
初
予
算
は
骨
格
的
予
算

で
、
政
策
的
経
費
の
肉
付
け
を
し

た
昨
年
塵
ハ
月
補
正
後
の
予
算
額

と
比
較
す
る
と
三
・
六
Ｕ
増
に
な

り
ま
す
。

国
が
「
増
税
な
き
財
政
再
建
」

て
い
ま
す
が
、
宇
治
市
で
は
池
本

市
長
就
任
後
初
め
て
の
年
間
予
算

で
あ
り
、
活
力
あ
る
宇
治
市
の
建

設
に
向
け
て
実
施
計
画
の
事
業
を

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
数
年
間
据
え
に
い
て
い

た
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚
園
保
育

料
、
育
成
学
級
協
力
金
、
市
営
茶

室
便
用
料
、
道
路
占
用
料
な
ど
に

つ
い
て
、
他
市
と
の
均
衡
な
μ
を

十
分
考
慮
し
て
改
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
一
般
経
常

経
費
は
、
効
率
的
な
執
行
に
よ
っ

て
節
減
を
図
り
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
を

施
策
の
拠
点
に

の
方
針
で
超
緊
縮
予
算
を
編
成
し
主
な
事
業
に
は
、
市
民
又
化
セ

く
必
要
が
あ
る

ン
タ
ー
実
施
設
計
委
託
料
及
び
地

質
調
査
委
託
料
な
ど
、
二
千
二
百

八
十
万
円
か
計
上
し
、
五
十
七
年

度
の
建
設
着
手
に
向
け
て
諸
条
件

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

五
土
八
年
度
か
ら
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
総
合
福
祉
会
館
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
部
分
建
設
事
業
費

に
、
一
億
一
エ
〈
百
九
十
九
万
円

か
計
上
し
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と

し
て
福
祉
事
業
の
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
国
鉄
宇

治
駅
前
広
場
の
整
備
か
ほ
か
る
た

め
、
築
造
工
事
費
で
六
士
八
百
四

十
万
円
か
計
上
。
五
十
七
年
度
で

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
街
路
事
業
と
し
て
、
宇

本
年
度
新
し
ぐ
配
置
さ
れ
ま

す
総
合
福
祉
会
館
を
拠
点
に
、

老
人
や
身
体
障
害
者
、
に
子
家

庭
な
ど
社
会
的
弱
者
が
、
健
康

で
豊
か
な
く
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
諸
施
策
を
実
施
し
、
ま
た

障
害
者
福
祉
都
市
の
指
定
か
受

け
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進

す
る
市
民
啓
発
、
社
会
環
境
の

整
備
、
福
祉
の
風
次
つ
く
り
に

治
白
川
線
に
三
竺
千
五
百
万
円
、

川
東
京
大
線
に
七
千
四
百
万
円
、

下
居
大
久
保
線
に
一
億
四
千
五
百

九
十
万
円
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

西
宇
治
公
園
拡
張
事
業
費
と
し

て
一
億
百
九
万
円
の
ほ
か
、
北
山

児
童
公
園
の
新
設
に
一
億
二
千
九

百
万
円
か
計
上
し
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
、
大

開
小
学
校
や
木
幡
中
学
校
な
ど
の

校
舎
増
築
の
ほ
か
、
日
本
住
宅
都

市
整
備
公
団
の
椛
島
団
地
に
新
設

す
る
仮
称
横
島
第
二
小
学
校
建
設

用
地
取
得
造
成
事
業
に
五
億
八
千

九
百
十
九
万
円
、
校
舎
等
建
設
事

業
費
は
公
団
立
替
施
行
の
た
め
債

務
負
担
行
為
と
し
て
限
度
額
八
億

六
千
九
百
十
万
円
か
設
定
。
仮
称

昨
年
の
国
民
年
金
法
改
正
に
よ
っ
て

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分
か
ら
1

ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
で
は
平
均
寿
命

の
伸
び
と
と
も
に
、
将
来
、
年
金
を
受

け
る
人
の
割
合
が
増
え
つ
づ
け
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
、
国
民
年
金
の
年
金
額

は
目
減
り
し
な
い
ぷ
コ
、
物
価
や
所
得

水
準
の
変
動
に
見
合
っ
て
常
に
改
善
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
か
受
け
る
人
が
増
え
、
年
金
額

が
改
善
さ
れ
る
な
べ
国
民
年
金
の
財

政
は
ぽ
う
大
な
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
禾
納
に
し
ま
す
と
、

南
宇
治
第
二
中
学
校
用
地
等
取
得

造
成
事
業
に
、
債
務
負
担
行
為
と
・

予
算
特
別
委
で

集
中
し
た
審
議

市
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
毎

予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
、

ｉ
4
1
4
1
～
1
4
1
4
－
4
1
4
4
ｒ
4
1
～
Ｉ

こ
ろ
の
電
話
」
を
開
設
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
も
引
き

続
き
健
康
と
豊
か
な
人
間
性
を

育
ひ
た
め
積
極
的
な
施
策
を
進

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
着
手

や
野
外
活
動
施
設
の
設
置
調
査

な
ど
、
社
会
教
育
施
設
、
文
化

施
設
の
整
備
に
一
層
の
努
力
を

重
ね
て
参
り
車
ｙ
。
ま
た
、
各

国民年金の保険料

4月分から5,220円

障
害
年
金
や
に
子
年
金
、
ま
た
将
来
老

齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

車
ゐ
で
、
保
険
料
は
必
ず
期
限
ま
で

に
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
牟
宿
か
苦
し
い

な
ど
の
理
由
で
納
付
で
き
な
い
場
合
は

保
険
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
印

鑑
持
参
の
上
、
国
民
年
金
係
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
、

外
国
人
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
手
続
き
な
ど
、
く

わ
し
い
こ
と
は
国
民
年
金
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

‐
Ｖ
Ｌ
Ｆ
‘
・
Ｖ
4
4
番
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｉ

し
て
限
度
額
十
五
億
・
二
千
万
円
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

1
1
自
‐
1
1
1
1

委
員
長
に
平
岡
久
夫
議
員
、
副
委

員
長
に
竜
五
郎
議
員
を
選
出
。
十

三
日
か
ら
慎
重
に
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
算
特
別
委
員
会
の
日

四
日
に
十
七
人
で
構
成
す
る
予
算
程
は
、
十
三
日
、
土
八
日
か
ら
十

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
八
日
ま
で
、
二
十
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
、
提
出
さ

れ
て
い
る
予
算
案
は
に
あ
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
な
と
が
審
議
さ

れ
、
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

本
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
を
保
障
と
考
凡
て
お
り
ま
す
。

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
通
め
「
歴
農
業
で
は
、
都
市
近
郊
の
立

史
か
お
る
文
化
創
造
の
都
市
」
地
条
件
を
生
か
し
つ
つ
、
経
営

か
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
の
改
善
と
施
設
の
近
代
化
や
環

第
三
は
、
活
力
あ
る
地
場
産
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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ポ
ー
ツ
の
活
動
を
保
障
と
考
凡
て
お
り
ま
す
。
問
題
解
決
の
た
め
、
法
的
・
財
一

ち
づ
く
公
逼
め
「
歴
農
業
で
は
、
都
市
近
郊
の
立
政
的
な
瓜
付
け
の
も
と
に
、
よ
一

業
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
。
｀

特
に
本
市
の
代
表
的
な
郷

土
産
業
で
あ
る
宇
治
茶
は
、
被

覆
省
力
化
、
製
茶
機
械
の
貸
与

な
ど
経
営
の
近
代
化
や
、
茶
品

決
断
と
実
行
の
市
政
を
推
進

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

教
育
で
は
、
児
童
・
生
徒
が

健
や
か
に
成
長
す
る
ぷ
つ
に
、

市
民
的
愛
情
の
通
っ
た
教
育
環

禍
つ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
乖
ｙ
。
青
少
年
の
非
行

対
策
は
、
行
政
と
し
て
昨
年
青

少
年
の
健
全
育
成
鷺
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
戻
匠
し
、
「
宇
治
こ

種
の
講
座
や
教
室
の
充
実
を
図

り
、
運
営
に
は
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
的
な
活
動

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
山
城
総

合
迎
動
公
園
「
太
陽
が
丘
」
開

園
、
六
十
三
年
の
京
都
国
体
開

催
な
ど
、
こ
れ
ら
の
推
進
体
制

の
充
実
に
努
め
て
参
り
未
了
。

市
民
の
自
主
的
な
学
習
と
文

評
会
な
ど
消
費
拡
大
の
た
め
の

施
策
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

商
業
で
は
、
将
来
の
展
望
と

基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
調
査

を
行
い
、
商
工
業
者
の
経
営
の

近
代
化
・
合
理
化
か
羅
一
進
す
る

た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
商

業
の
ま
ち
づ
く
り
か
通
め
た
い

観
光
面
で
は
、
開
館
す
る
観

光
セ
ン
タ
ー
を
、
本
市
の
観
光

行
政
の
拠
点
と
し
て
今
後
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
四
は
、
住
民
自
治
の
確
立

と
新
し
い
地
域
社
会
の
形
成
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
市
民

の
み
な
さ
ん
の
力
か
結
集
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
条
件
整
備
と

し
て
、
親
切
な
資
料
、
わ
か
り

や
す
い
情
報
公
混
一
し
、
さ
ら

に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
話
に
Ｘ
Ｅ

え
る
場
、
組
織
、
機
会
を
積
極

的
に
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第
五
は
、
同
和
対
策
事
業
の

推
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
並
び
に
府
の
協
力
を
求
め
、

総
合
的
な
同
和
行
政
の
推
進
を

重
点
政
策
の
一
つ
と
し
、
同
和

り
効
果
的
な
施
策
を
推
進
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
六
は
、
清
潔
で
決
断
と
実

行
力
の
あ
る
行
財
政
の
運
営
で

ご
ざ
い
康
ｙ
。

厳
し
い
行
財
政
下
で
、
積
極

的
に
国
や
府
と
の
つ
な
が
り
と

諸
制
度
の
活
用
な
ど
、
国
費
の

導
入
を
図
っ
て
い
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。
一
方
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

受
益
負
担
の
あ
り
方
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
範
囲
を
明
確
に
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

内
部
努
力
と
し
て
、
経
費
節

減
と
効
率
的
・
計
画
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
、
実
施
計
画
に

凰
つ
く
施
策
を
展
開
し
、
民
間

活
力
の
導
入
も
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
斎
場
建
設
な
ど
懸

案
事
項
の
解
決
、
重
要
な
事
務

・
事
業
に
取
り
組
み
を
強
化
し

て
参
り
た
い
と
存
に
ま
す
。
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昭
和
五
十
七
年
度
予
算
は
じ

め
諸
議
案
夕
提
案
す
る
に
際
し

て
、
私
の
所
信
を
申
し
述
べ
た

い
と
思
い
乖
ｙ
。

私
は
、
今
日
の
宇
治
市
を
と

り
ま
く
内
外
の
諸
情
勢
と
変
化

に
適
応
す
る
行
政
方
針
と
し
て
、

昨
年
三
月
の
定
例
市
議
会
で
、

三
つ
の
華
震
勢
、
六
つ
の
基

本
政
策
混
習
か
に
し
た
と
こ

▲施政方針演脱を行う池本市長

ろ
で
す
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
、
諸
課
題
や
諸
施
策
、
諸

事
業
ｍ
ｓ
す
る
た
め
の
行
政

の
主
体
的
意
図
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
度
は
、
基
本
施
策
の
よ

り
一
層
の
充
実
と
市
政
の
各
分

野
に
お
け
る
均
衡
の
と
れ
た
進

展
、
さ
ら
に
、
明
日
に
飛
躍
す

る
新
し
い
ふ
る
さ
と
宇
鮒
つ
く

り
の
Ｑ
の
年
に
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
未
了
。

ま
た
、
日
常
牛
居
の
広
が
り
に
、

近
隣
市
町
と
の
有
機
的
連
携
を

強
め
、
広
域
的
な
立
場
で
行
政

か
通
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

基
本
施
策
の
第
一
は
、
く
ら

し
の
周
辺
と
都
市
基
盤
の
整
面

で
す
。

本
市
は
、
急
激
な
都
市
化
に

よ
る
種
々
の
都
市
間
腿
Ｗ
か
か

え
て
お
り
、
土
地
利
用
の
純
化
、

実
、
河
川
・
排
水
路
・
下
水
道

の
整
備
な
芦
ほ
、
市
民
生
活
の

安
全
性
、
利
便
性
及
び
快
適
性

の
確
保
の
観
点
か
ら
積
極
的
に

対
応
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
笠
取
地
域

で
は
、
交
通
体
系
の
整
備
に
と

も
な
い
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
な
ど
の
整
備
に
ｍ
点
か
殼
い

施政方針

（要旨）

と
老
疋
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

を
住
み
よ
さ
の
確
保
に
置
き
、

総
合
的
に
諸
施
策
か
美
施
し
、

「
新
し
い
ふ
る
さ
と
宇
治
」
の

実
現
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

第
二
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
と

市
民
の
憩
の
場
の
整
備
、
市
民
市
民
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

‘
・
Ｆ
■
～
の
ｄ
ｙ
確
保
、
消
防
力
の
充
で
ご
ざ
い
未
了
。
ｒ

！
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
｀
゛
゛
’
゛
゛
゛
’
｀
’
‘
゛
；
゛
’
゛
’
゛
‘
゛
゛
゛
’
｀
゛
｀
゛
゛
゛
｀
’
゛
’
゛
゛
｀
゛
｀
’
゛
゛
゛
゛
゛
’
゛
゛
；
｀
’
｀
゛
゛
’
｀
゛
゛
゛
｀

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
着
工
に
向
け
て

活力ある市政進展へ
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ただいま市議会で審議中
宇治市のことしのまちづくりの基本となる，昭和57年度

の当初予算案がこのほどまとまり，3月2日から始まった

市議会定例会に上程，審議されています。そこで，57年度

予算案のあらましをみてみましょう。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
二
百

二
土
ハ
傅
八
千
二
百
八
十
二
万
六

千
円
。
前
年
度
当
初
予
算
八
比
べ

二
〇
・
二
％
の
伸
び
率
と
な
っ
て

い
圭
ｙ
。
し
妬
し
、
政
策
的
経
費

な
芦
の
肉
付
か
仔
っ
だ
、
昨
壬
ハ

月
補
正
後
予
算
額
と
比
べ
床
左

三
・
六
％
の
伸
び
と
な
り
ま
ず
。

一
般
〈
許
の
歳
入
歳
出
予
算
の

内
訳
は
下
図
（
円
グ
ラ
フ
）
、
歳

出
比
較
は
右
下
図
（
棒
グ
ラ
フ
）

の
と
お
り
で
Ｋ

こ
の
当
初
予
算
は
、
湘
禾
市
長

就
任
後
、
初
め
て
の
年
間
予
算
で

す
が
、
今
回
の
予
算
編
成
方
針
は
、

④
国
の
予
簒
編
成
が
、
「
増
税
な

政
財
政
再
建
」
全
賢
兄
限
扁

繁
予
算
で
あ
る
こ
と
か
干
分
考
慮

す
る
中
で
、
実
施
計
画
の
事
業
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
取
口
組
牡
○

市
営
茶
室
使
用
料
及
び
道
路
占
用

料
な
芦
値
ト
ぽ
舎
訂
上
。
一
般
経

常
経
費
に
つ
い
ア
ほ
、
効
率
的
執

行
に
務
め
、
節
減
夕
図
る
ふ
葛

三
点
舎
里
に
し
て
い
ま
ず
。

半
分
越
え
る

市
税
収
入

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
一
番
大

き
な
部
分
を
占
め
、
百
十
五
億
五

千
五
百
六
十
三
万
八
千
円
欠
訂
上

し
て
い
ま
ず
。
昨
里
ハ
月
補
正
後

額
ふ
縦
し
て
一
三
・
五
％
の
伸

び
と
な
っ
て
い
未
了
。
地
方
交
付

税
は
十
九
億
九
千
万
円
で
、
市
税

収
入
の
伸
び
が
大
今
込
込
次
れ

る
た
め
、
五
土
八
年
度
胆
計
予
算

額
よ
り
も
一
億
六
千
五
百
七
十
六

万
一
千
円
の
減
額
計
上
。
ま
た
、
市

債
は
、
二
十
一
億
二
千
二
十
万
円

6億5，351万円

1ニテイー
斤建設経費（小規摸集会所

2，160万円

甕備計画書やパンフレット

蚤費（第1次生活圏別6地

258万円

商工

Ｃ〉宇治市中小企業低利融資制度預

託金5，000万円

Ｃ〉宇治市商店街等共同事業資金融

資制度預託金1，000万円

［〉商業まちづくり調査委託料
150万円

農業
に・農業制度資金利子補給補助金

374万円

＞転作対策補助金（90ｈａ）

720万円

池
本
市
政
初
の
年
間
予
算

昨
年
6
月
比
3
.
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

56年度との一般会計歳出比較

（対Ｓ6年度6月補正後ｎ）

μ
Ｊ
を

衛
生
費

公
債
費

総
務
費

土
木
費

教
育
費

民
生
費

観光

Ｅ〉拠点観光地調査委託料250万円

Ｍ
ｌ，ｏｏｏ万円

Ｅ〉市営茶室運営に要する経費

422万円

一
一
一
一
一

主な施策と予算額
市
政
忿
心
一
め
る
基
本
施
策
は
、

①
ぐ
5
し
の
周
辺
と
都
市
基
盤
の

整
備
♀
に
心
の
ふ
れ
あ
い
と
市
民
文

化
の
向
ト
③
活
力
あ
る
地
場
産
業

の
振
興
④
住
民
自
治
の
確
立
と
新

し
い
地
域
社
会
の
形
成
⑤
同
和
対

策
事
業
の
推
進
⑥
清
潔
で
決
断
と

実
行
力
の
あ
る
行
財
政
の
菖
審

図
る
の
六
項
目
盈
緊
チ
る
こ
と

に
し
て
い
毒
丁
。
昭
和
五
十
七
年

度
は
、
障
害
者
福
祉
の
事
業
夕
罹

進
す
亘
方
、
当
初
予
算
に
は
計

上
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
Ｌ
の
建
怒
ネ
定
。
更
に
、

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
の
一
部

開
園
に
よ
っ
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
一
大
拠
点
と
な
っ
で
ぐ
る
中

で
、
文
化
、
体
育
振
興
、
福
祉
を

中
訟
肇
る
。
新
し
い
ふ
る
さ
と

宇
治
づ
く
り
”
の
礎
宣
子
く
予

算
案
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

道路・河川・公園

ｃ〉道路や排水路，橋梁，河川など

の維持修繕費2億6，670万円

ｃ〉道路や排水路，橋梁，河川など

の新設・改良・改修費

10億2，955万円

レ道路台帳作成委託料5，ｏｏｏ万円

Ｅ〉京滋バイパス連絡道等測量委託

料500万円

β私道舗装新設補助金450万円

ｒ〉都市計画街路事業（宇治白川線，

川東京大線，下居大久保線）

6億130万円

Ｅ〉都市下水路整備（西宇治，束宇

治）1億4，950万円

【〉谷山林道整備事業856万円

Ｅ〉西宇治公園拡張ＨＩ．109万円

［〉北山児童公園整備1億2，900万円

ｃ〉蓮池落合線改良事業5，ｉｏｏ万円

まちづくり

Ｅ〉市民文化センター実施設計委託

料2，200万円

【〉大久保旦椋性宅建替基本設計作

成委託料500万円

社会福祉

Ｅ〉生活保護費14億円

［〉総合福祉会館（福祉センター）

建設事業1億1，699万円

ｃ〉障害者福祉都市推進事業費

3，409万円

【〉民生委貝経費1，586万円

ｃ〉宇治市心身障害児者共同作業所

補助金9，708万円

ａ心身障害児母子通園事業

3，549万円

防災

Ｃ〉消防施設整備事業4，603万円

Ｄ〉束宇治分署増築事業

’2，730万円

［〉市有林造林等整備事業861万円

環境

Ｅ〉水質障害対策事業補助金

800万円

［〉排水対策特別事業（主排4号）

調査費補助金320万円

Ｃ〉笠取地区飲料水供給対策調査設

計委託料850万円

【〉古紙回収事業報償費400万円

Ｅ〉城南衛生管理組合（ごみ処理，

し尿処理）分担金

10億4，500万円

事業4億3，340万円

レ仮称南宇治第二中学校用地等取

得造成事業（債務負担行為）

15億2，000万円

スポーツ

Ｃ〉炭山キャンプ場拡張事業

1，300万円

じ〉体育・スポーツ指導主事設置事

業227万円

Ｃ〉第43回国民体育大会等開催準備

基金積立金1，000万円

Ｃ〉野外活動施設基本計画策定委託

料200万円

歴史

Ｃ〉歴史民俗資料館準備委員会設置

56万円

Ｅ〉ひとり暮らし老人乳酸菌飲料配Ｃ〉宇治市史「年表」作成経費

布事業（75歳以上から70歳以上

に）140万円

ｃ〉老人園芸広場の新設244万円

Ｄ敬老会事業4，861万円

ｃ〉寝たきり老人等入浴サービス事

業398万円

ａ民間立保育所運営補助金

Ｈ億3，646万円

ｃ〉木幡保育所プール建設事業

300万円

教育

Ｅ〉私立幼稚園就園奨励費

9，534万円

Ｃ〉青少年対策経費1，312万円

Ｅ〉笠取小学校通学ワゴン車購入，

運行経費5027Ｊ円

Ｄ仮称横島第二小学校新設事業

（日本住宅都市整備公団立替施

行債務負担行為）8億6，910万円

Ｃ〉小・中学校校舎増築

（直接施行分＝大開小，木幡中）

Ｈ億5，29Ｏ万円

（山城学校建設公社立替施行分，

西小介中，東宇治中）債務負担

行為4億7，500万円

Ｄ仮称北宇治第三中学校校舎取得

1，859万円

［〉埋蔵文化財発堀調査経費

1，000万円

くらし

ｃ〉交通指導員配置事業（25人）

904万円

ｒ〉宇治市勤労者住宅資金融資制度

預託金（新築300万円，増築150

万円に）1億3，000万円

保健

Ｄ予防接種経費5，091万円

Ｃ〉結核予防対策1，424万円

Ｅ〉保健検診事業2，466万円

Ｃ〉障害児歯科検診事業

79万円

［〉保健医療センター運営経費

3，742万円

● ● ●

一
般
会
計

心ふれあうふるさとづくり

へ

住民自治の確立と

新しい地域社会の形

成

芦mゆ…………lll:J.11111:1

j　y　:;....●･j●･●●.･･,●.1....･......ご.....j活力

ある地場産業の振興

心のふれあい
と市民文化の
向上

くらしの周辺と都市基盤
の整備
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● ● ●

特
別
会
計

特別会計予算（案）

農業共済事業

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事彙

住宅新築資金等貸付事彙

・－・■・・－・Ｗ■－■－－－－－・－－・－－－

水道事業

合計

33，266，000円

44，433，000円

3，835，807，000円

678，604，000円

56，783，000円

2，124，893．000円

6．773．786．000円

特別会計は、特定の事業を行う

場合、一般会計と歳入歳出を切り

離して別に経理することが適当と

される場合に設置されるものです。

都市基盤整備をめざす公共下水道

や、国保、水道など特別会計につ

いて簡単にみてみましょう。

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業

で
は
、
前
年
度
に
比
べ
五
・
一

％
減
の
三
十
八
億
三
千
五
百
八

十
万
七
千
円
を
組
み
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医

療
費
の
高
騰
に
よ
り
、
厳
し
い

運
営
剪
震
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
昭
和
五
十
七
年
度
は
、

保
険
料
率
を
据
え
置
き
、
被
保

険
者
教
育
や
保
健
予
防
な
ど
、

事
業
の
充
実
夕
計
り
、
給
付
改

善
と
し
て
助
産
費
支
給
額
を
十

二
万
円
に
引
膏
王
げ
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
か
仔
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
で
は
、
保
険
料
十
四
億

四
千
五
百
七
十
一
万
四
千
円
、

国
Ⅲ
支
出
金
二
十
二
億
八
千
七

百
七
十
一
万
六
千
円
、
一
般
会

計
繰
入
金
八
千
四
百
二
十
五
万

円
な
熟
蚕
計
上
。
歳
出
で
は
、

療
養
給
付
費
な
ど
で
三
十
二
億

二
士
（
百
六
十
四
万
六
千
円
、

高
額
療
養
費
四
億
九
百
四
十
九

万
三
千
円
、
助
産
費
三
千
四
百

二
十
万
円
、
葬
祭
費
六
百
十

五
万
円
、
保
健
施
設
費
九
百
二

十
九
万
五
千
円
な
ど
聚
討
上
し

て
い
未
了
。

公共下水道会計

億
六
千
百
九
十

七
万
二
千
円
と

預
金
利
子
二
百

万
円
、
地
方
債

千
二
百
七
十
万

円
か
計
上
し
、

残
る
二
億
百
九

十
三
万
二
千
円

は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を

計
上
し
て
い
ま

す
。歳

出
で
は
、

宇
治
川
右
岸
下

国
保
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
予

算
総
額
六
億
七
千
八
百
六
十
万

四
千
円
で
、
五
土
八
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
六
五
・
九
％
と
大

き
ぐ
伸
び
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、

国
康
補
助
金
四

水
道
の
管
梁
（
下
水
道
管
）
埋
設

工
事
（
木
幡
汚
水
幹
線
）
を
五

土
〈
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
同
幹
線
に
隣
接

す
る
区
域
の
面
整
備
工
事
費
及

び
実
施
設
計
な
ど
の
事
業
費
に

一
億
九
千
八
百
万
円
を
計
上
。

一
方
、
宇
治
川
左
岸
流
域
下
水

道
で
は
、
事
業
認
可
に
必
要
な

図
書
作
成
費
千
五
百
万
円
、
測

量
・
地
質
調
査
委
託
事
業
費
九

亘
二
十
万
円
か
計
上
し
て
い
ま

す
。処

理
場
建
設
費
で
は
、
五
十

六
年
度
中
に
東
宇
治
下
水
処
理

場
用
地
の
買
収
が
完
了
ず
る
こ

と
に
な
り
、
五
十
七
年
度
か
ら

の
第
一
期
事
業
費
三
十
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

水
辺
事
業
の
予
算
総
額
は
、

二
十
一
億
二
千
四
百
八
十
九
万

三
千
円
で
、
五
十
六
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
三
・
六
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
主
な
も
の
は
、
水
道

料
金
収
入
が
十
二
億
二
千
三
百

七
十
九
万
二
千
円
、
諸
手
数
料

五
千
三
十
八
万
千
円
、
工
事
収

益
四
千
八
百
六
十
二
万
円
、
加

入
金
一
億
四
千
八
百
五
万
円
、

水
道
施
設
不
用
地
売
却
益
二
千

九
万
九
千
円
か
計
上
。

支
出
で
は
、
第
四
次
新
設
拡

張
事
業
と
し
て
、
宇
治
浄
水
場

に
急
速
ろ
過
装
置
の
設
置
に
四

千
万
円
、
配
水
管
布
設
工
事
費

二
億
四
千
八
百
五
十
三
万
円
、

施
設
改
良
と
し
て
、
出
水
不
良
、

赤
水
対
策
や
浄
水
場
の
整
備
に

五
千
二
百
七
十
五
万
円
か
計
上

し
て
い
求
丁
。

水
道
事
業
会
計

57年度

予算案

▲市議会3月定例会での市長の施政方針演説（本会議場で）

7億ａ，93Ｓ万円 ｉａ億2，506万円

【〉善法地区内道路改良事業

31ｔｌ，234万円

Ｃ〉河原地区進入路建設事業

8，567万円

【〉「議会だより」発行経費

333万円

Ｃ〉議会テレビ中継委託料231万円

ｆ〉庁舎（議会棟）建設事業

6ｆ，ｔｌ，500万円

ｆ〉電話交換機の更新672万円

［〉中型バスの更新1，350万円

Ｃ〉「宇治市政だより」発行経費

2，299万円

【〉京都府知事選挙経ｆｉ1，366万円

ｅ
1
1
・
ゆ
ｓ
・
一
一

応
召
担
の
公
平
性
忿
凶
る
た
め

数
年
間
据
え
Ｍ
い
て
い
た
、
保
育

所
保
育
料
、
育
成
学
級
協
力
金
、

で
昨
圧
ハ
月
補
正
後
額
と
比
べ
て
、

二
二
・
二
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳入歳出の内訳
（一般会計予算案）

住民
自治
の確
立と
新し
い地
域社
会の
形成

市民1

［〉地域！

，作成4

区分］

57年
度 予算にみ

る

主な新規事業

民生・福祉関係

◇障害者福祉都市推進事業として，昭和57，58年の2ヵ年で，障害者の生活環境の改善，障害者福祉サービスの実施，心身障害児の早期療育の推進及び市民啓発の各事業を総合的に実施◇寝たきり老人等を対象に入浴サーピスを実施◇老人園芸ひろばを宇治地区内に1ヵ所新設

保健・衛生関係

◇保健医療センターで，月1回障害児歯科検診事業を実施

商工・観光関係

◇商業まちづくり調査で全市的商業診断を実施◇観光センターのオープンと観光マスタープラン策定に向けての拠点観光地調査を実施

都市関係

◇蓮池落合線の踏切を改良◇北山児童公園整備へ用地購入

教育関係

◇市民体育，スポーツ推進のため体育・スポーツ指導主事を設置◇炭山キャンプ場を拡張◇笠取小学校の遠距離通学児童の利便をはかるため通学ワゴン車を購入◇日本住宅都市整備公団槙島団地内に仮称横島第二小学校を新設◇仮称南宇治第二中学校の用地取得と造成を実施

その他

◇市庁舎（ｌｉ会棟3階建）を建設

心ふれあうふるさとづくりへ

同和対策事業の

推進

そ
の
他
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手
づ
く
り
の
味木

幡
公
民
館
で
”
み
そ
づ
く
り
教
室
”

食
卓
に
手
づ
く
り
の
み
そ
を
と
、
米
こ
う
じ

づ
く
り
を
す
る
参
加
者

食
品
添
加
物
の
入
っ
て
い

な
い
み
云
ぷ
庭
で
作
る
っ

と
、
二
月
二
十
五
日
と
二
十

七
日
の
二
日
間
、
木
幡
公
民

館
で
は
ぶ
弐
つ
く
り
教
男

を
開
催
。

参
加
し
た
約
二
十
人
の
婦

人
は
、
井
手
町
の
生
活
収
善

グ
ル
ー
プ
代
表
の
村
ｍ
淑
子

さ
ん
の
指
導
で
、
米
こ
う
じ

を
つ
く
る
作
業
に
か
か
り
ま

し
た
。
蒸
に
竺
っ
た
米
を
摂

氏
四
十
度
く
ら
い
ま
で
＞
ｍ
ｉ

し
、
そ
こ
に
種
こ
う
じ
を
蛋

ぜ
る
の
で
了
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
保
温
器
に
入
れ
約
二
十

時
間
発
酵
さ
せ
る
と
米
こ
う

じ
が
で
呈
り
乖
ｙ
。
二
十

七
Ｅ
に
は
、
煮
た
大
豆
を
つ

ぶ
し
、
米
こ
う
じ
と
ま
奘
Ｅ

わ
せ
て
、
手
づ
く
り
み
そ
が

畜
盾
肯
浪
し
た
。

募
集

募
集

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

ｙ
職
種
・
よ
保
証
〉
保
は
資
格

夕
肴
す
る
人
か
、
保
ほ
資
格
政
行

し
な
い
が
経
験
の
あ
る
人
（
調
理

6
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
（
用
務
目
〉
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
職
種
と
も
一

日
就
労
で
き
る
人
で
す
。
ｙ
申
込

み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
ほ
り
福
祉
事
務

所
保
育
課
へ
。
（
保
育
課
）

◇

市
職
員

ｙ
火
葬
場
職
員
・
・
・
昭
和
1
6
年
4

月
2
日
か
ら
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
（
若
干
只
‥
）
。

（
第
一
次
試
唸
ｙ
と
き
ミ
3

月
2
1
日
凹
午
前
9
時
か
ら
Ｖ
と
こ
ろ
…
宇
治
市
消
防
乖
ハ
会
議
室
ｙ
申
込
み
・
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
夕
ほ
り
、
申
込
書
か
添
え
て
3
月
1
8
日
田
ま
で
に
職
員
課
へ
提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
盃
診
付
け
は
い
た
1
歪
せ
ん
。
な
お
、
実
施
要
綱
と
申
込
書
は
職
員
課
に
あ
り
ま
す
。
（
職
員
課
）
‘
◇

市
教
育
委
員
会
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

ｙ
職
種
＝
・
（
学
校
給
食
調
揮
員
）
①
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
②
1
年
間
夕
通
じ
て
毎
週
月
～
木
曜
日
の
う
ち
、
1
～
2
回
勤
務
可
能
な
人
（
養
護
職
員
ｙ
看
護
婦
、
保
健
恥
、
養
護
教
諭
の
免
許
を
所
得
し
て
い
る
人
（
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
用
務
員
ｙ
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
▼
申
込
み
・
・
・
市
販
の
、

善
法
又
場
庄
、
部
落
解
放
の

一
環
と
し
て
、
善
法
地
域
の
文
化

活
動
の
向
上
と
地
域
の
人
び
と
の

親
ぼ
ぐ
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

部
落
問
題
の
解
決
金
屎
于
地
域

活
動
の
一
つ
レ
に
じ
て
年
一
回
開
か

れ
て
い
未
丁
。

部
落
問
題
の
解
決
は
市
民
一
人

ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
部
落
問
題

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
。

最
近
6
ヵ
月
以
内
の
写
真
を
は
り

3
月
2
0
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
総

務
課
へ
。
（
総
務
課
）◇

宿
・
日
直
代
行
者

ｖ
資
格
・
・
・
2
0
歳
以
上
の
男
子
か

女
子
ｖ
期
間
・
＝
昭
和
5
7
年
4
月
～

5
8
年
ａ
月
ｙ
勤
務
時
間
・
λ
宿
悪

午
後
5
時
ふ
覇
8
時
（
日
直
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時
（
半
日

直
）
正
午
～
午
後
5
時
▼
勤
務

場
所
…
市
教
育
委
員
会
が
指
定

ｙ
申
込
み
＝
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
し
、
写
真
を
ほ
っ
で
き
月
2
0
日

ま
で
に
市
教
育
奢
貝
会
総
務
課
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
書
類
選

第8回

考
し
ま
す
。

善法文化祭

3月20・21日

（
総
務
課
）

案
内

案
内

難
病
の
療
養
相
談

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
系
難
病
と
、

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
ー
デ
ス
な
ど

の
膠
原
病
患
者
ま
た
9
七
の
疑
い

の
あ
る
人
占
で
の
家
族
の
た
め
の

相
談
や
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
3
月
1
9
日
出
、
午
後

1
時
半
か
ら
4
時
（
受
付
は
午
後

Ｌ
時
か
ら
ａ
時
）
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
ｙ
相
談

昌
7
‘
専
門
医
師
ｙ
申
込
み
ミ
3
月

1
7
日
ま
で
に
電
話
で
宇
治
保
健
所

保
健
指
議
（
琵
2
1
9
1
）

へ
。
（
宇
治
忽
堺
）

◇

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

市
・
府
民
税
の
申
告

市
・
府
民
税
の
里
屁
お
す
み

で
す
か
。
昭
和
5
7
年
度
の
申
告
期

限
は
3
丹
1
5
日
乗
羽
す
。

市
で
は
、
3
月
1
5
日
の
土
回
日

も
平
日
ど
お
ぴ
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
驀
俗
け
侭
公
子
。

（
市
民
税
課
）

催
し

議
長
杯
争
奪

卓
球
大
会

ｙ
と
き
‘
・
・
3
月
召
俑
、
午
前

9
時
か
ら
Ｖ
と
こ
ろ
・
・
白
産
車
体

体
育
館
Ｖ
参
加
資
格
＝
市
民
ま
た

は
、
市
内
に
通
勤
、
通
学
す
る
人

に
よ
る
チ
ー
ム
▼
種
目
…
団
体
戦

会
、
昌
司
、
子
芦
ｒ
ギ
づ
く
り

コ
ー
才
・
‐
・
（
2
1
日
）
。

（
社
会
教
酉
課
）

二
股
男
子
、
一
般
女
子
、
少
年
、

少
女
）
ｙ
参
加
料
：
Ｉ
チ
ー
ム
1

円
ｙ
申
込
み
＝
・
3
月
1
3
日
ま
で
に

体
育
受
鼓
跡
所
（
五
ヶ
庄
三
番

割
）
ま
で
。
（
社
会
教
介
課
）

◇

東
宇
治
高
校

定
期
演
奏
会

束
宇
治
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の

定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
ず
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ｙ
と
亭
＝
3
月
2
1
日
間
、
午
後

2
時
開
演
ｙ
と
こ
ろ
‘
・
府
立
勤
労

会
館
ｙ
入
場
無
料
Ｖ
主
な
曲
目
・
・
・

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ー

シ
ン
グ
ー
ジ
ン
ク
ほ
か
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
つ
ど
い

ｙ
と
き
・
＝
3
月
2
1
日
間
、
午
前

公民館のお知らせ

－ 4 手 一 争 － － ｆ 争 － φ －－ － φ 一 争 φ

あ
な
た
の
親
し
い
人
の
手

づ
く
り
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
亭
て
い
あ
わ
せ

て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

Ｖ
と
き
・
’
・
3
丹
2
0
日
出
～

2
2
日
剛
、
午
前
9
時
～
午
後

ｌ
Ｏ
時
ｙ
と
こ
ろ
ミ
小
介
公
民

館
ｙ
内
容
・
＝
日
木
画
、
水
墨

画
、
油
絵
、
版
画
、
拓
本
。

ゑ
掌
芸
品
な
μ
手
づ
く
り

作
品
。

〈
子
ど
も
工
作
教
室
〉

2
0
日
、
2
1
日
の
両
日
、
午

前
Ｈ
時
か
ら
展
示
会
場
で

一
「
絵
合
せ
パ
ズ
ル
づ
く
り
」
を

一
行
い
毒
天
ご
希
望
の
人
は

1
1
4
Ｓ
4
1
4
1
4
－
4
－
4
～
1
1

1
。
4
4
4

” － ・ Ｊ 〃 Ｊ一 － － － － － － － － － － － －” 〃 〃 〃 〃－ ・ 9 9 － － － － 4 9
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コ宇治市公民館‥・宇治里尻71の

9（豊⑤28（4）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7ＩＳＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小ａ町寺

内91（Ｓｃ4687）

3
月
1
8
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

示
倉
公
民
館
）

☆

宇
治
市
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

版
画
サ
Ｊ
ク
ル
で
は
。
宇

冶
百
景
の
制
作
に
取
り
組
み

現
在
、
三
ト
点
が
完
成
し
ま

し
た
。
巾
の
年
中
行
事
や
宇

四
檎
付
近
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
‘
ご
近
所
お
さ
そ
い
あ

ら
せ
て
お
越
ト
だ
さ
い
。

ｙ
展
示
期
間
・
・
・
3
月
1
5
日

で
2
2
日
㈲
Ｖ
展
示
サ
ー
ク

ル
＝
・
宇
治
市
公
民
館
サ
ー
ク

ル
「
版
図
サ
ー
ク
ル
」
。
人

坊
は
無
料
で
す
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

管
理
」
、
講
師
は
同
志
社
大
学
教

授
の
坂
本
武
人
さ
ん
。
い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
。
受
講

無
料
。

受
講
は
一
回
ず
つ
で
も
結
講
で

す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
な
お

当
日
は
保
育
室
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
（
一
闘
工
観
光
課
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

ｙ
と
き
＝
・
3
月
2
1
、
2
8
ぼ
、
4

月
4
、
Ｈ
、
1
8
、
2
5
、
2
9
ぼ
、
午

後
1
時
か
ら
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
槃
公
園
テ
ニ
ス
コ
。
―
ｃ
▼
対

象
・
・
市
内
に
住
む
尚
校
生
以
上
Ｖ

Ｍ
Ｉ
－
5
0
人
（
先
着
順
）
ｙ
受
講

料
＝
・
三
千
円
（
当
日
コ
ー
ト
で
）

ｙ
申
込
み
・
＝
黄
壁
公
園
体
育
協
会

軍
務
所
（
Ｂ
⑩
1
9
0
5
）
ま
で
。

当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

今
の
報
道
関
係
に
思
う
こ
と

西
宇
治
中
学
校
一
年
生
　
堤
英
男

近
頃
、
新
聞
や
週
刊
誌
な
ど
で

は
、
小
・
中
・
高
校
生
の
校
内
暴

力
な
ど
非
行
が
す
ご
ぐ
巾
要
視
さ

れ
、
大
き
な
記
小
に
な
っ
て
い
る
。

先
生
に
暴
力
か
ぷ
る
っ
た
り
、

た
ば
こ
か
于
っ
た
り
す
る
事
は
た

し
茄
に
悪
い
小
だ
と
思
う
。
で
も
、

そ
れ
は
僕
達
か
ら
ず
れ
ば
ほ
ん
の

一
部
の
生
徒
の
こ
と
だ
と
旭
う
。

そ
の
一
部
の
事
を
報
道
し
て
、
最

近
の
中
学
生
は
悪
い
と
い
う
こ
と

に
仕
立
て
上
げ
て
、
お
ま
け
に
「
立

ち
直
り
を
助
け
ぷ
つ
」
な
ど
表
面

だ
け
で
言
っ
て
い
る
ぶ
ワ
に
思
う
。

一
度
悪
い
事
を
し
た
生
徒
は

「
あ
の
子
は
悪
い
子
」
な
ん
て
目
で

見
ら
れ
て
し
ホ
つ
事
も
あ
る
。
本

当
の
事
を
そ
の
ま
ま
書
く
の
が
報

道
関
係
紙
。
で
も
、
中
に
は
少
し

で
私
心
、
れ
る
ぷ
っ
に
非
行
問
題
を

興
味
本
位
に
取
ひ
ト
ぼ
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
事
件
舎
公
蚤
大

中学生の主張

な
事
件
の
ぶ
フ
に
取
ひ
上
げ
て
い

る
。あ

る
週
刊
紙
の
ぷ
っ
に
「
最
近

の
非
行
問
題
の
対
策
」
、
「
こ
こ

ま
で
き
た
非
行
の
低
年
齢
化
」
な

ぺ
た
レ
か
に
悪
い
こ
と
を
ゆ
る

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
7
が
、

で
も
あ
ま
り
悪
い
悪
い
と
ば
か
り

言
い
続
け
て
も
艮
く
な
る
も
の
で

も
な
い
と
思
う
。

み
ん
な
が
こ
の
学
校
の
先
生
の

ぷ
つ
に
悪
い
こ
と
か
す
刄
多
石

の
気
持
や
立
場
に
な
っ
て
、
ほ
ん

と
に
そ
の
子
の
少
ぷ
叉
る
よ
つ

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
た
と
え
ば
、
僕
の
今
の
ク
ラ

ス
で
は
ク
ラ
ス
令
員
が
友
達
の
良

い
と
こ
ろ
を
み
と
虎
－
い
。
は
げ

ま
し
合
い
、
つ
ね
に
ベ
ス
ト
班
。

ベ
ス
ト
ク
ラ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。

そ
れ
は
、
先
生
が
そ
の
ぷ
つ
に

指
導
し
て
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
の
一

人
ひ
と
り
を
信
じ
て
ぐ
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
う
。
新
聞
や
週
刊
誌

な
ど
で
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で

も
か
と
悪
い
事
ば
か
り
の
せ
て
い

た
ら
、
な
に
か
社
〈
に
対
し
て
不

満
か
痔
っ
て
い
る
生
徒
達
は
新
聞

な
ど
に
ち
ょ
う
発
さ
れ
て
、
校
内

暴
力
や
家
庭
内
暴
力
や
非
行
が
か

え
っ
て
増
え
て
行
ぐ
ぷ
つ
に
思
う
。

本
気
で
非
行
を
な
ぐ
そ
Ｚ
考

え
て
い
る
の
だ
っ
た
ら
、
結
果
だ

け
盈
報
道
し
た
り
し
な
い
で
、
な

ぜ
非
行
に
走
っ
た
の
か
そ
の
人
の

心
の
奥
に
あ
る
も
の
、
そ
の
原
因

こ
そ
書
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
。

も
し
、
今
の
ま
ま
の
報
道
の
方

法
な
ら
、
い
く
ら
「
立
ち
直
り
を

助
け
よ
う
」
と
か
「
非
行
か
な
ぐ

そ
っ
」
な
ん
て
い
っ
た
っ
て
、
絶
さ
ん
あ
る
と
思
い
康
7
．
例
ぞ
ぼ
、

対
に
な
ぐ
な
る
と
は
思
荒
な
い
し
、
友
人
関
係
に
も
問
題
が
出
て
ぐ
る

か
又
っ
て
μ
刄
ど
ん
ひ
と
ぐ
な
る

場
合
も
あ
る
と
思
う
。

大
人
の
人
達
の
事
か
尹
い
ぷ
ん

琴
マ
書
い
て
し
ま
っ
た
げ
べ
ほ

ん
と
に
今
の
報
道
に
は
疑
問
夕
感

じ
て
い
る
。

生
徒
会
役
員
に
な
っ
て
思
う
こ
と

北
宇
治
中
学
校
一
年
生

西
村
利
華

私
は
本
部
役
員
に
な
り
、
学
校

の
環
境
と
現
律
を
正
に
と
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
般
の

社
会
で
取
り
ト
？
β
れ
て
い
る
中

学
生
非
行
の
問
題
等
今
で
は
、
全

部
の
中
学
生
が
悪
い
様
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

書
か
れ
た
り
、
言
わ
れ
た
り
し
て

い
る
こ
と
を
ほ
Ｉ
る
た
び
に
私
達
、

中
学
生
全
部
の
様
な
気
が
し
ま
ず

が
、
こ
ん
な
に
感
じ
る
の
は
つ
ら

く
思
い
ま
ず
。
悪
い
行
い
が
あ
る

こ
と
は
、
そ
こ
に
何
か
の
原
因
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
か
み
ん
な
集
ま
っ
て
何
ザ
モ

シ
な
る
の
か
を
相
談
し
、
解
決
し

工
ワ
と
仁
丿
私
に
は
、
や
っ
て

み
た
い
と
思
つ
こ
と
や
す
。
こ
ん

な
1
忌
問
題
で
な
ぐ
て
も
、
も

っ
と
も
っ
と
小
さ
な
問
題
も
た
ぐ

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
相

談
し
、
解
決
し
て
行
ぐ
事
が
良
い

事
に
つ
な
か
っ
て
行
ぐ
の
だ
と
、

私
は
思
い
ま
ず
。

二
人
や
三
人
だ
ほ
の
話
し
合
い

で
は
な
ぐ
、
大
勢
の
人
達
が
考
兄

れ
ば
、
良
い
方
法
が
あ
る
と
思
い

ま
ず
。
何
ん
で
も
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
で
も
、
み
ん
な
に
話
し
か
け

て
相
談
し
合
え
る
場
所
を
、
私
は

進
ん
で
作
っ
て
行
ぐ
様
に
。
心
が

け
た
い
と
思
っ
て
い
毒
ｙ
。

た
だ
、
私
は
こ
ん
な
大
役
衆
つ

ま
く
や
っ
て
行
け
る
か
’
Ａ
ｙ
？
か
が

心
配
で
Ｔ
が
、
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
求
了
。
み
ん
な
良
い
相
談
相

手
に
な
っ
ア
乙
れ
る
八
私
は
、
信

じ
て
い
未
了
。
何
事
も
、
み
ん
な

と
の
相
談
で
い
い
ぷ
つ
に
解
決
し

て
ケ
と
と
が
で
き
る
ぷ
つ
、
私

は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
ず
。

お
知
ら
せ

第1回

公
民
館
ま
つ
り

作
品
展

『
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

消
費
生
活
講
座
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